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②深谷ねぎのまちから日本の農業を変える３つのプロジェクト
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紹介

企業版
ふるさと
納税とは

1 企業イメージの向上に貢献します。

通常の寄附 ※

寄　附　額
企業版ふるさと納税を活用した寄附

損金算入による
軽減効果 ※

国税＋地方税 約3割
企業負担

約1割
法人住民税＋法人税 法人事業税

4割 2割
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　深谷市は、埼玉県北西部に位置し、東京
から電車で約１時間半の距離にあり、電
車を降りると赤レンガ調の深谷駅やふっ
かちゃんのからくり時計が出迎えてくれ
ます。
　「近代日本経済の父」といわれ、新一万円
札の肖像に決まった渋沢栄一は、この深谷
市で生まれ育ちました。市内には、渋沢栄

一記念館をはじめ、旧渋沢邸「中の家」や誠之堂・清風亭など、渋沢栄一
の足跡をたどることが出来る場所が数多く残されており、歴史的にも
貴重な建物となっています。
　また、深谷市は深谷ねぎをはじめとする野菜や、深谷牛などの農畜産
物の生産が盛んであるとともに、ユリやチューリップなどの花卉栽培も
盛んです。
　さらに、渋沢栄一が好んで食べた煮
ぼうとうやお漬物、日本酒、深谷瓦な
ど、長い歴史とともに培われてきた伝
統の味と技が受け継がれるまちです。

　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは、企業が寄附を通じて、地方公共団体の行う地方
創生の取組を応援した場合に、税制上の優遇を受けられる仕組みです。
　最大で寄附額の約９割が軽減され、実質的な企業の負担を約１割まで圧縮することができます。

市ホームページ等を通じて、寄附をいただいた企業を紹介します。地方創生の取組を積極
的に支援する企業という点をＰＲできます。

2 税負担の軽減効果が従来の寄附の３倍になります。

現行の損金算入措置（約３割）と併せて寄附額の９割に相当する額が軽減されます。

3 寄附は１０万円から可能です。

１回あたり１０万円から寄附が出来るため、利用しやすい制度です。

※企業が地方公共団体に寄附した場合は、その全額が損金算入されるため、
　寄附額の約３割（法人実効税率）相当額の税の軽減効果があります。

軽減効果最大

約9割に!

なか ん ち せい し どう せいふうてい

深谷市役所 〒366-8501　埼玉県深谷市仲町11-1
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深谷市産業ブランディング推進方針

農業を核とした産業ブランディング
～「儲かる農業都市ふかや」の実現～

地域内経済循環
を高める取り組み 地域通貨negi

地域内で　  　お金が循環

連携 連携

連携

ネギーネギー
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　「郷土の偉人渋沢栄一顕彰×継承プロジェクト」は、近年、深谷市出身の渋沢栄一
への関心が高まる中、その功績を広く知らしめるとともに、渋沢栄一ゆかりの施設を
整備し、観光資源として活用することで、観光客の地域消費の拡大などを促進し、観
光振興及び地域の活性化に結び付けるプロジェクトです。

　「深谷ねぎのまちから日本の農業を変える３つのプロジェクト」は、野菜の産出額
が全国で６位、農業全体では全国20位前後で推移する本市産業の強みを生かし、人
を呼び込むための取組として「野菜を楽しめるまちづくり戦略」を、新たな企業を誘
致するための取組として「アグリテック集積戦略」を、そして、地域内経済循環を高め
る取組として「地域通貨戦略」を相互に連携させながら、農業を核とした産業のブラ
ンディング「儲かる農業都市ふかや」の実現を目指すプロジェクトです。
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2 企業版ふるさと納税

FUKAYA

SAITAMA
　埼玉が誇る偉人渋沢栄一翁が、2021年の大河ドラマ「青天を衝け」の主人

公や、2024年には新一万円札の肖像になることが決まり二重の喜びを感じて

おります。

　2021年は折しも埼玉県が誕生してから150年目という年になり、この節目

に大河ドラマが放送されることは本県を盛り上げる千載一遇のチャンスです。

渋沢栄一翁のふるさと深谷市と連携し、県と市が一体となって各種プロモー

ションや情報発信を行うことにより、気運醸成や観光振興を図ってまいります。

　「ワンチーム埼玉」で渋沢栄一翁関連の事業を盛り上げてまいりますので、御

支援を賜りますようお願い申し上げます。

埼玉県知事　大野　元裕

知事あいさつ

　埼玉県と深谷市では、渋沢栄一翁を
軸とした観光振興を推進するため、県
外をターゲットとした情報発信や観光
客の広域周遊の促進、大河ドラマ館の
運営支援などに取り組んでいます。
　埼玉県と深谷市が強力なタッグを組
み、オール埼玉で取組を進めることに
より、埼玉県内を訪れる観光客のより
一層の増加や交流人口の拡大を図り、
魅力的なまちづくりや地域の活性化に
繋げてまいります。

埼玉県知事　大野　元裕
深谷市長　小島　　進

埼玉県と深谷市が協力して地域の活性化に取り組みます！

　埼玉が誇る郷土の偉人で深谷市出身の渋沢栄一翁が、新一万円札の肖像や

大河ドラマの主人公に決まり、大きな喜びを感じております。

　栄一翁の「論語と算盤」の精神は、現代においてもなお、各方面から注目され

ており、深谷市では栄一翁の功績とその精神を後世へと引き継ぐ取組を進めて

おります。

　また、栄一翁関連施設の整備・活用や、大河ドラマ館の企画・運営支援、ビジ

ネスの力で地域の課題、そして、日本の課題の解決に向けた挑戦を、埼玉県と

連携・協力し、オール埼玉で実施してまいります。

　多くの皆様に埼玉県はもとより深谷市にお越しいただき、栄一翁の精神に触

れ、地域の魅力を感じていただければ幸いに存じます。プロジェクトの実現に

向け、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

深谷市長　小島　進

市長あいさつ

ろん ご そろ ばん
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　２０２１年大河ドラマ「青天を衝け」の放送が決定
し、渋沢栄一生誕の地である深谷市内に多くの観光
客の来訪が見込まれています。
　そのため、深谷市と大河ドラマ館の運営を行う大
河ドラマ「青天を衝け」深谷市推進協議会が連携し
て、大河ドラマ放映にあわせて大河ドラマセットや撮
影で使用した衣装・小道具の展示、メイキング映像
の上映など、大河ドラマの世界観を楽しむことがで
きる期間限定の施設「大河ドラマ館」を整備・運営し
ます。

　渋沢栄一をテーマに、文化や歴史、食などの観点で、市内外の様々な観光資源や歴
史的資源を結び付けます。渋沢栄一との繋がりをストーリー性を持たせる形で整理
し、観光客向けのまち巡りツアーの造成や、市内観光マップの作成、アクティブシニア
や学生向けの体験学習プログラムの試作開発などを行います。

　渋沢栄一の新一万円札の肖像
画や、大河ドラマの放送が決まる
中、渋沢栄一顕彰の機運の高ま
りを捉え、これを契機として、大
河ドラマ「青天を衝け」深谷市推
進協議会による大河ドラマ館の
企画・運営を支援することで、深
谷市の歴史や文化を発信し、地
域の活性化に繋げます。

１．渋沢栄一政策推進事業
事業概要 具体的な取組

大河ドラマ館の企画・運営1

渋沢栄一をテーマとした観光振興事業の展開2

令
和
２
年
度
予
算

2億
6,000万

円

渋沢栄一の新一万円札肖像決定を受けて 大河ドラマ「青天を衝け」深谷市推進協議会の発足 渋沢栄ーアンドロイド制作発表会

深谷市
企業版ふるさと納税
ホームページ

4 企業版ふるさと納税

　渋沢栄一生誕地に建つ主屋は、栄一の妹夫妻によって明治28年に上棟された建物。渋沢栄
一が帰郷した際に頻繁に立ち寄り、寝泊まりした場所であり、通称「中の家」と呼ばれています。
　埼玉県指定旧跡、深谷市指定史跡であり、渋沢栄一と深谷市との結びつきを現代に残す貴
重な文化財となっています。

　渋沢栄一の功績や精神を多くの方に知ってもらうため、渋沢栄一記念館や旧渋沢
邸「中の家」などにおいて、渋沢栄一が明治期から昭和初期にかけて設立に尽力し、日
本の資本主義の礎を築いた企業・産業に関する企画展覧会などを開催します。

　深谷市内に点在する渋沢栄一の関係施設などをはじめ、渋沢栄一
にゆかりのある史跡を巡るガイドツアーを実施します。
　また、ふかやスタンプラリーや埼玉の偉人マップによるオリエン
テーリングなどを開催します。

　渋沢栄一の偉業や功績につい
て顕彰するための取組として、旧
渋沢邸「中の家」など渋沢栄一ゆ
かりの各施設にて、企画展覧会
や各種顕彰事業を実施します。ま
た、渋沢栄一アンドロイドによる
講演を行い、渋沢栄一について
の知識を深め、来館者が在りし
日の渋沢栄一の姿を体感できる
ようにします。

３．渋沢栄一顕彰事業
事業概要 具体的な取組

渋沢栄一が設立に尽力した企業や産業に関する企画展覧会の開催1

渋沢栄一ゆかりの地を巡るツアーやスタンプラリーの開催2

　「論語とそろばん」の考え方や「忠恕」の精神などについて、渋沢栄一アンドロイドに
よる講演を行い、来館者が在りし日の栄一の姿を体感できるようにするとともに、渋
沢栄一について楽しく体験しながら学ぶことが出来る空間づくりを行います。
　また、当時の文化に触れる機会として、藍染や養蚕などの体験学習を行うなど、体
験を通して、渋沢栄一について学ぶきっかけを創出します。

渋沢栄一アンドロイドに学ぶ「論語とそろばん」講座や藍染・養蚕体験学習の実施3

令
和
２
年
度
予
算

1,080万
円

　深谷市が有する貴重な歴史的建造物の保存・活用を図り、後世に残していくための
取組として、旧渋沢邸「中の家」の主屋について、地震などの災害発生時に見学者の安
全を保つための耐震工事を実施します。
　また、旧渋沢邸「中の家」主屋の玄関付近だけでなく、新たに主屋室内の見学が出
来るように整備を行い、渋沢栄一ゆかりの建物としての魅力をより詳細に体感出来る
ようにします。

　渋沢栄一が帰郷した際に寝泊まりした旧渋沢邸「中の家」主屋の上座敷などを整備
することにより、室内への立入見学が可能となります。
　旧渋沢邸「中の家」を訪れた方に渋沢栄一が過ごした空間を体感してもらうととも
に、渋沢栄一にまつわる資料などをまとめたパネルの設置や各種講座などを開催し
ます。

　本市が有する貴重な歴史的建
造物の保存・活用を図り、後世に
継承していくための取組として、
旧渋沢邸「中の家」の主屋につい
て、耐震改修工事を実施します。
これにより、新たに「中の家」室内
の見学を可能とし、渋沢栄一ゆ
かりの建物としての魅力をより
詳細に体感できるようにします。

２．旧渋沢邸「中の家」整備活用事業
事業概要 具体的な取組

旧渋沢邸「中の家」（明治28年建築）の耐震改修工事1

渋沢栄一が寝泊まりした旧渋沢邸「中の家」上座敷などの保全・公開2

令
和
２
年
度
予
算

8,000万
円

旧渋沢邸「中の家」とは
な か ん ち

な か ん ち

な か ん ち

な  か         ん            ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

なか ん ち

渋沢栄一アンドロイド
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令和2年度活動テーマ

生産者が主役！
みんなでつくるベジタブル
テーマパーク フカヤ

　農家や事業者が集い、ベジタブルテーマパークの実現に向けた情報交換や企画を
行う場を設けます。

　野菜を楽しめる体験やグルメ情報を含む、観光回遊のモデルコースを開発します。

　2021年の渋沢栄一翁の大河
ドラマ放映、農業と観光の振興に
よる地域活性を目的とした
2022年「花園IC拠点整備プロ
ジェクト」の開業を控え、人が深
谷に来る理由を作るための観光
資源として野菜を活用します。
　人を呼び込むため、深谷とい
えば「野菜を楽しめるまち」とい
うイメージを確立することに取
り組みます。
　畑やお店をパビリオンと見立
てて、まち全体で野菜や農業を観
光として楽しむことのできる「ベ
ジタブルテーマパーク フカヤ」
の実現を目指します。

１．野菜を楽しめるまちづくり戦略事業
事業概要 具体的な取組

ベジタブルテーマパーク LAB. 開催1

ぐるっと深谷めぐり旅2

　毎回テーマとなる特定の野菜を取り上げて、生産者と共にその魅力を深掘りしなが
ら、美味しく味わうレストランイベントを市内飲食店で開催します。

ふかやキッチン3

　深谷から野菜の魅力を全国に向けて発信する、野菜の仲間のネットワークを築き
ます。

ふかやさいアンバサダー4

令
和
２
年
度
予
算

1,650万
円

ベジタブルテーマパーク
オープニングイベント 
深谷の野菜を楽しむ
３日間開催
ベジタブルテーマパーク
の実現に向けた活動が
いよいよスタート

地域通貨negi地域通貨negi
ネギーネギー

　渋沢栄一翁は、道徳と経済が一致することの重要性から「論語と算盤」の精
神を生涯の規範とし、ビジネスの力を用いて日本の地域、そして国家の課題を
数多く解決しました。深谷市は、その精神を尊重し、現代において実践するた
め、チャレンジスピリットを持った企業の皆さまとの新たな挑戦を行い、深谷
から日本を変革するプロジェクトを展開します。

Ⓒ深谷市

昨年
様子の
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令和2年度活動テーマ

地域通貨導入による
歳出削減と成果向上

令和2年度活動テーマ

アグリテックの
現場実装

　オンライン等で地域通貨ネギーをチャージすることのできる仕組みをつくります。

　地域に良いことをしてくれた人に地域通貨
ネギーを交付し、行動変容を促す実証実験を
行います。

　お金の地域からの漏れを防
ぎ、地域内における経済循環を
高めるため、地域通貨ネギーの
導入を目指します。
　人口減少社会において公助が
減退する状況の中、住民の自助・
共助を引き出すためのインセン
ティブとして地域通貨を行財政
改革の観点から活用します。

３．地域通貨戦略事業
事業概要 具体的な取組

地域通貨ネギーの販売の仕組みづくり1

地域通貨ネギーの交付2

令
和
２
年
度
予
算

2億
4,000万

円

　「輝く農家の笑顔が見たい」をキャッチフレーズとして、深谷市の農家が抱える課題
を解決するテクノロジーを全国から広く募るコンテストを開催します。

　アグリテックの魅力を農家が体感できるプログラムを体系的に実施します。

　アグリテック（agriculture × 
technology）とは、農業と製造
業・ITの先進技術を融合すること
により、地域における農業課題の
解決と生産性を高める取組です。
　こうしたアグリテックを活用
し、第一次産業においては農家の
所得向上、第二次産業において
はテクノロジー企業等の誘致・支
援及び加工食品の開発、第三次
産業においては6次産業化など
の取組によりサービス産業の拡
大を図り、アグリテック関連企業
が深谷に集まるまちづくりを行
います。

２．アグリテック集積戦略事業
事業概要 具体的な取組

ディープバレーアグリテックアワード2020の開催1

アグリテックアカデミーの開催2

　深谷市の農家が抱える課題の一覧と全国のアグリテック企業が有するテクノロ
ジーの一覧をデータとして整備し、両者のマッチングを行います。

アグリテックデータバンクの構築3

令
和
２
年
度
予
算

6,340万
円

アグリテック集積戦略

電子プレミアム商品券として
１億１千万negi（ネギー）を販売

アグリテック集積宣言
2019年6月に都内で、「アグリテック集積都市 DEEP VALLEY」 
を目指す宣言を連携パートナーと行いました。

地域通貨negi地域通貨negi
ネギーネギー

昨年
様子の

昨年
様子の

深谷市 7


